
ＪＡ筑紫ちくし農業塾開講式 

 ＪＡ筑紫は７月１日、筑紫野市のＪＡ物流センターで第

１１期ちくし農業塾開講式を開き、１１カ月間に及ぶ講義

がスタートしました。塾生１４名は、２０～７０代と幅広

い世代。習得した知識や技術を生かし、ＪＡ直売所の出荷

者や生産部会の一員となる販売農家を目指します。 

式には、行政関係者やＪＡ役職員など１４名が参加。塾

生は「農業の基本を学び、消費者に喜んでもらえる野菜を

作りたい」など一人ひとり抱負を述べました。講師を務め

る室園正敏さんは「１１カ月間の講義を自分にとって価値

があるものにしてほしいです」と挨拶しました。 

白水組合長は「健康に気を付けながら、皆さんの目標と

する農業を目指してほしいです」と塾生を激励しました。 

ＪＡ筑紫は、新規就農者や農業後継者の育成を目的に、

露地野菜や施設園芸についての実習・講義を行う「ちくし

農業塾」を２０１１年度から開講。第１期から１０期まで

に９３名が修了し、それぞれが直売所出荷者や生産部会員

などとして活躍しています。 

「コロナに負けるな！頑張る高校生応援プロジェクト」 

 ＪＡ筑紫は７月１日～９日のうち５日間、「コロナに負

けるな！頑張る高校生応援プロジェクト」として、管内の

高等学校１１校にＪＡ直売所「ゆめ畑」などで使える商品

券を贈りました。これは、ＪＡで行う「ふれあい活動」の

一環で、今年で２回目。ＪＡ管内の未来を担う高校生への

地産地消運動につなげます。 

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、学校の各種行事

が中止になるなど、活動が制約される状況が続いていま

す。その中でも勉強や部活動へ真剣に取り組む高校生へ

「コロナに負けないように頑張ろう！」と応援するため企

画しました。 

９日には学校法人八洲学園 福岡女子商業高等学校を訪

問。ＪＡの白水組合長が柴山翔太校長と３年生の中川茜さ

ん、工藤亜弥さんへ商品券を手渡しました。白水組合長は

「コロナ禍で大変だと思いますが、農畜産物で力をつけて

ほしいです」と話しました。商品券を受け取った生徒は「大

変ありがたいです。大切に使わせていただきます」と謝辞

を述べました。 

福岡女子商業高等学校は、総合ビジネス科、情報ビジネ

ス科の２科を置き、２０１７年４月には那珂川町立から同

法人に移管しました。生徒たちがグループに分かれ、様々

な企業の元で行う販売実習「女子商マルシェ」など、たく

ましく自らを励む「志」ある女性を目指して、様々な活動

をしています。 



夏芽アスパラガス 出荷規格を確認 

 ＪＡ筑紫アスパラガス部会は７月１４日、筑紫野市の集

荷場で部会定例会を開きました。目合わせを行い、出荷規

格や基準などについて部会員で話し合いました。福岡普及

指導センターや部会員、ＪＡ農業振興課職員等１７名が参

加。 

高石光幸部会長は「今回の目合わせで規格などの基準を

しっかりとそろえ、品質の良いアスパラガスを出荷しまし

ょう」と呼びかけました。 

夏芽アスパラガスの生育はおおむね順調。今後も病害虫

防除を徹底し、高品質なアスパラガスの出荷に取り組みま

す。 

 

 

小学生が料理に挑戦 

 ＪＡ筑紫筑紫駅前支店と原田支店は７月２１日、ふれあ

い活動の一環として、筑紫野市の筑紫南コミュニティセン

ターとこども料理教室を共催。児童１０名が参加しまし

た。昨年は新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止

となりましたが、今年は感染対策を徹底したうえで開きま

した。 

調理は、ＪＡ女性部員とＪＡ職員が指導。地元産の野菜

やＡコープマーク品を使って「むしパン」「みそ玉」に挑

戦。子ども達は、女性部員らと楽しみながら調理を行いま

した。 

参加した子ども達は「上手く作ることが出来てとても嬉

しい。家でも作ってみたいです」と笑顔で話しました。 

 

 

現地講習会で意思統一を図る 

 ＪＡ筑紫稲作部会は７月２９日、ＪＡ物流センターと筑

紫野市３ヵ所の圃場で現地講習会を開催。部会員や普及指

導センター、ＪＡ担当職員等２０名が参加しました。 

講習会ではＪＡ担当職員が生育状況や病害虫について

説明。部会員は害虫を粘着板に附着させたものを見なが

ら、発生状況や防除の方法について積極的に質問しまし

た。 

２０２１年産の生育は、平年より６日早く梅雨が明け、

高温多照が続いたためおおむね順調です。 

ＪＡ稲作部会の藤井徳浩部会長は「近年トビイロウンカ

の発生が多いため、とてもいい講習会でした。部会の意思

統一を図り、高品質な米を出荷したいです」と話しました。 

 


